
宮城県慶長使節船ミュージアムの展示等リニューアル計画について

１ 事業スケジュール ２ 基本設計からの主な変更点

（１）復元船の解体等

（２）後継船の製作

（３）展望棟の改修
・展示製作

（４）ドック棟の改修
・展示製作

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

解体設計 解体工事 － －

基本設計 実施設計 後継船製作

基本設計 実施設計
建築設備工事

展示製作

基本設計 実施設計
土木（護岸・外構），建築設備工事

展示製作

令和６年度中
リニューアル
オープン

３ 展望棟の展示イメージ ４ ドック棟の展示イメージ

★様々な視点から慶長遣欧使節を解説
慶長遣欧使節の足跡を辿るだけでなく，当時の世界情勢や宗教分布などを同時にわかりやすく紹介することで，使節側の視点のみ
ならず，世界から見た使節の位置付けなど，多角的な視点から学ぶことができる展示とする。また，企画展示室を，フレキシブルな空間
とすることで，様々なテーマの企画展を開催できるようにする。

★ドック棟東ウイングの全面屋内化
ドック棟ウイングは，半屋外を基本とし一部のみ屋内化することとしていたが，展示品の保護や来館者へのホスピタリティを考慮し，天
候の影響を受けずに展示を展開できるよう，東ウイングを全面屋内化。一方，西ウイングは後継船を配置する広場との一体性を持た
せた半屋外の空間とする。

★復元船を体感できる展示の充実
原寸大のサン・ファン・バウティスタ号をより体感できるよう，屋外広場に原寸大のメインマストを一体的に展示。
また，在りし日の帆を張った姿をＡＲ（拡張現実）技術により再現。

ロビー

常設展示室

企画展示室

シアター

東ウイング 西ウイング

【常設展示室】
慶長遣欧使節の一連の旅路を，文字のみに頼らない大型のイラストで表現するとともに壁面でわかりやすく解説。また，地球儀により航
海ルートを紹介しながら，世界情勢を学べる展示を展開。奥では旅のハイライトであるローマ教皇謁見シーンをレリーフで再現。

【ロビー展示】
仙台領と牡鹿半島の歴史や風土，慶長遣欧使節派遣などの伊達政宗の挑戦をパネルで紹介。
また，常設展示室への導入として月浦からのサン・ファン・バウティスタ号の出帆シーンをレリーフで再現。

【シアター】
既存映像のほか，７年間の旅とその間の支倉常
長らの感情を描いた伊達政宗と慶長遣欧使節の
物語を新たに制作し，迫力のある大画面で上映。

【東ウイング】
サン・ファン・バウティスタ号建造までの流れを大型グラフィック
で展開。VRや復元船部材を活用し，船内の様子を紹介。

【西ウイング】
ワークショップでの体験や，ベンチに座って後継船を鑑賞できる
半屋外空間。

◆展示に活用する主な復元船部材

メインマスト フィギュアヘッド 九曜紋

船内展示品

大砲 支倉常長の部屋

【屋外広場】
復元船を４分の１スケールで忠実に再現した後継船，
原寸大のメインマストを一体的に展示。

メインマスト

後継船


